
第28回 お薬手帳（2021年7月20日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅱ 薬を飲んだ後の症状や体調の変化を記入しておく＞

クイズの解説

紙のお薬手帳は、たとえ家族であっても、一人1冊、準備することが重要です。子どもの場合も、お子様ごとにお薬手帳をつくり、保護者が管理します。もしお薬手帳を忘れてしまった場合は、
新しくつくるのではなく、処方された薬の情報が書かれたシールをもらい、後で自分のお薬手帳に貼っておきましょう。お薬手帳は、1冊持っていれば全国どこの医療機関、薬局でも使えます。1人
で何冊も持っているとチェック機能が働かない（他の医療機関で処方された薬との飲み合わせや過去に使用した薬の確認ができない）ので、1冊に集約しておきましょう。
お薬手帳は、服薬管理（薬剤情報シールを貼る）だけでなく、ご自身のアレルギー歴、副作用歴、既往症などを記載するほか、市販薬やサプリメントの服用歴、医師や薬剤師への質問事
項や伝えたいこと、薬を処方されたときの症状や飲んだ後の体調の変化、日頃の血圧や血糖値を記録（メモ書き）しておき、医師や薬剤師に見せることで、診察に役立つことがあります。

電子お薬手帳誕生のきっかけは、東日本大震災。多くの避難者の方が、服用中だっ
た薬を必要としましたが、何の薬を飲んでいたのかを調べるのに困難をきわめました。しか
し、お薬手帳を持っていた患者さんには、すぐに同じ薬もしくは同じ効果を持つ薬を投与
することができました。避難時に多くの方が持ち出した携帯電話やスマホに、薬の情報を
入れておければ、万一の場合も安心なのではないか、そんなことから、お薬手帳の電子
化は誕生しました。
電子お薬手帳はスマホなどの電子端末に専用のアプリを使用して、紙のお薬手帳と同
じように薬の情報を保管しておくものです。電子版のために情報をクラウドに保管しておく
ので、災害などのさまざまな状況でも、薬の情報が得られることが期待されています。
現在、電子お薬手帳にはいくつかありますが、ここでは日本薬剤師会が提供する
「eお薬手帳」について、紙のお薬手帳にはない便利な機能を右表で紹介します。

薬の登録が簡単
QRコードの読み込みで、薬の処方情報を登録できる。手で入力する場合も、
最初の数文字を入れれば、自動的に薬名の情報が出るので簡単に登録できる。

市販薬の登録 商品バーコードを読み取ることで、簡単に登録できる。

服薬スケジューラ
服薬のスケジュールを登録し、飲み忘れ防止のアラーム設定をすると、薬の時間
になるとアラームで知らせてくれる。

処方せん送信 処方せんを事前に薬局に送信しておくと、待ち時間が短くなる。

家族のお薬手帳を
一括管理できる

家族１人ずつのお薬手帳が、このアプリ一つで管理できる。

eお薬手帳の機能のご紹介

お薬手帳を健康管理のメモ帳として活用しましょう。

電子お薬手帳で、薬の管理がより便利に。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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